
1年 1令和3年 ,B月 10日

東
京
２３
区
の
北
西
部
に
あ
る
練
馬
区

で
は
２
■
Ｚ
嗜
暉
１２
月
、
区
都
市
計
画

審
議
会
が
石
神
井
公
園
駅
周
辺
の
商
業

地
区
の
規
制
を
緩
め
た
。
そ
れ
ま
で
原

則
３５
層
ま
で
の
建
物
し
か
建
て
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
２
千
平
方
】
”
以
上
の
敷
地

が
あ
れ
ば
１
０
０
ｙ
の
高
層
建
築
物
を

建
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
の
だ
。
野
村

不
動
産
や
前
田
建
設
工
業
が
関
与
す
る

準
備
組
合

の
再
開
発
計
画

だ
け

で
な

く
、

「
い
く

つ
も
の
１
０
０
）
”
級
の
ビ

ル
が
建

つ
」
と
区
は
想
定
す
る
。

主
導
し
た
の
は
、
区
長
の
前
川
燿
勢

（７５
）
で
あ
る
。
準
備
組
合
が
設
立
さ
れ

た
翌
月
の
１４
年
４
月
、
区
長
選
で
当
選

し
た
。
鹿
児
島
出
身
。
東
大
卒
。
自
ら

も
練
馬
区
に
住
ん
で
３０
年
に
な
る
。
前

区
長
の
急
死
に
伴
い
、
自
公
両
党
に
担

が
れ
て
立
候
補
し
た
。

元
は
都
庁
マ
ン
。

「福
祉
行
政
を
や

り
た
ぐ
て
、
美
濃
部

（亮
吉
知
事
）～
都

石
神
井
公
国
の
三
宝
寺
池
。
真

夏
で
も
池
の
ま
わ
り
は
涼
し
い
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インタビューに答える練馬区長の前川燿男

石
神
井
公
園
か
ら
駅
の
方
を
眺
め
る
と
、
こ
ん
な
風
に
超

高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
か
も
し
れ
な
い
人
石
神
井
ま
ち
づ

ぐ
り
談
話
会
の
清
水
正
俊
作
成
の
イ
メ
ー
ジ
画
像
）

へ

元
都
庁
マ
ン
が
描
く

駅
前
整
備

一朝
訃
新
聞
夕
刊
に
５

シ
リ
ー
ズ
で

令
和
３
年
８
月
１
９
日
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

目

政
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
て
ね
」
。　
庁
の
規
律
維
持
に
努
め
た
人
」
と
前
川

１
９
７
１
年
、
入
庁
し
た
。
障
害
者
ら
　
を
評
価
す

る
，
そ
の
足
跡
を
た
ど
る

の
福
祉
の
現
場
に
か
か
わ
り

・、
億
率
れ
●
と
、
行
社
に
熱
心
な
気
骨
あ
る
都
庁
職

な
い
子
供
を
養
育
す
る
塁
親
制
度
の
創
　
員
と
い
う
姿
が
浮
か
ぶ
。

設
な
ど
に
取
り
組‐
ん
で
き
た
。
　
　
　
　
　
そ
の
半
面
、

「練
馬
区
が
遅
れ
て
い

続
く
鈴
木

（俊

一
知
事
）
都
政
で
現
　
る
の
は
都
市
イ
ン
フ
ラ
。
都
市
計
画
道

場
を
離
れ
、
中
枢
部
門
に
移
る
と

「俺
　
路
の
整
備
率
が
致
命
的
に
遅
れ
て
い
ま

っ
て
意
外
に
向
い
て
い
る
な
」
と
自
分
　
す
」
と
、
前
川
は
力
説
す
る
。
関
東
大

で
も
驚
い
た
。
臨
海
副
都
心
の
開
発
部
　
震
災
後
、
後
藤
新
平
内
相
が
東
京
に
環

長
時
代
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
臨
海
開
　
状
道
路
な
ど
幅
員
の
広
い
道
路
を
建
設

発
の
立
て
直
し
に
尽
力
す
る
。
　
　
　
　
す
る
復
興
計
画
を
立
て
た
が
、
中
途
半

財
政
難
の
な
か
人
事
部
長
に
就
く
　
端
に
終
わ
っ
た
。
戦
後
は
戦
災
復
興
院

と
、
知
事
に
当
選
し
た
ば
か
り
の
石
原
　
が
同
様
の
計
画
を
立
案
し
た
が
、
財
政

慎
太
郎
に
報
酬
削
減
を
お
願
い
し
た
。
　

難
か
ら
実
現
し
な
か
っ
た
。

石
原
と
の
初
仕
事
だ
っ
た
が
、

「あ
の
　
　
こ
の
時
に
構
想
さ
れ
た
道
路
が
東
日

方
は
他
に
報
酬
が
あ
る
の
で
意
外
に
ス
　
本
大
震
災
後
、
防
災
な
ど
を
名
目
に
し

ム
ー
ズ
に
い
き
ま
し
て
」
と
笑
う
。
　

　

て
都
内
各
地
で
建
設
が
進
ん
で
い
る
。

都
市
開
発
畑
を
歩
ん
で
き
た
元
都
副
知

疇
　
轟
　
菫
‐　
　
　
　
　
事
の
青
Ｌ
衡
″
）は

「名
古
屋
や
仙
台

は
自
動
車
時
代
に
備
え
た
大
き
な
道
路

大
変
な
の
は
、
そ
の
後
だ

っ
た
。
石
　
が
造
れ
た
の
に
、
東
京
は
で
き
な
か
っ

原
の
秘
書
出
身
の
副
知
事
と
ぶ
つ
か
っ
　
た
ん
で
す
」
と
指
摘
す
る
。

た
。
当
時
の
都
議
会
野
党
関
係
者
は
　
　
前
川
も
同
じ
問
題
意
識
を
共
有
す

「石
原
都
政
の
公
私
混
同
を
排
し
、
都
　
る
。

「戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
や
れ
ば
よ

木
趙
雉

釉
緻
隆
鵞
』̈駆
準わ
勒
靱
□

か

っ
た
の
に
や
ら
な
か

っ
た
ん
で
す
。

あ
の
時
で
き
た
の
に
…
…
」
。
未
完
の

計
画
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
都
庁
幹
部
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
る
。
´

薇

　

機
．

自
Ｆ
　
　
　
　
・

区
長
転
身
後
の
２
０
１
５
年
に
ま
と

め
た

「
み
ど
り
の
風
吹
く
ま
ち
ビ
ジ

ョ

ン
」
で
は
石
神
井
公
園
駅
周
辺
の
道
路

計
画
と
と
も
に
再
開
発
促
進
を
磁
り
込

み
、
後
に
準
備
組
合
に
２
億
５
千
万
円

の
補
助
金
を
支
出
。
「練
馬
駅
や
石
神
井

公
園
駅
な
ど
拠
点
整
備
が
必
要
で
す
。

ベ
ン
シ
ル
ビ
ル
の
林
立
の
よ
う
な
乱
開

発
は
避
け
、
計
画
的
な
開
発
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
持
論
を
述
べ
る
¨

「１
０
０
層
程
度
の
ビ
ル
は
何
本
か

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
商
業
と
・

住
宅
の
中
心
拠
点
を
つ
く
り
、
そ
れ
に

よ

っ
て
周
辺
に
緑
を
残
し
た
い
ん
で

す
」
。
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
に
道
が
開

か
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
＝
敬
称
略

（大
鹿
靖
明
）‐一ヽ
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日
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目


